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1．考動力及びリーダーシップ育成研修

（1）ラーニング・アシスタント　ハイタレント研修�
　2014年12月6・7日、関西大学を会場として外部より講師を招き、LA（ラーニング・アシスタント）のスキ
ルアップ・レベルアップを目指す研修会を開催しました。
　研修のタイトルは『自己の探求』、すなわち“self awareness”ですが、そのねらいは、①自己理解を深めること、
②他者の自己理解に協力すること、③チームビルディングの体験をすることにあります。これはグループワーク
やPBLなどに対する苦手意識を克服するためにも有用な作業です。
　初日の研修は、まず自分の学習スタイルを知ることから始まりました。誰にも自分の得意とする学び方がある、
誰もが同じ方法を得意とするわけではない、すなわち自己理解、他者理解への第一歩です。この結果をもとに、
誰かからの指示にしたがうのではなく、自分達でメンバーとするべき仲間を探しながらグループを編成しました。
　続いてメンバーの相互理解を深めるためのワークに取り組みました。ここでは可視的なもの（コンテンツ）で
はなく、雰囲気や気持ち、関係性といった不可視的なものにどれだけ光を当てることができるかが求められます。
　最後に「コンセンサス」を形成するワークを体験しました。危機的状況を脱出するために携帯すべきアイテム
に対して個々に優先順位をつけたあと、グループで話し合い、グループとしての優先順位を決めます。この順位
には最適解があるのですが、グループでの話し合いの前と後で最適解との誤差が縮まったことを確認します。以
上のワークを通じて参加者はグループワークの意義、コミュニケーションの大切さを体感する一日となりました。
　二日目は他者を理解し、容認するためのワークから始まりました。示された8項目の優先順位を個別に決めた
結果をみながら、価値観は多様であり、まずはそれを受容することがコミュニケーションをすすめていく上で重
要であることを体感しました。続いては「自己」「他者」をそれぞれ「容認する」「容認しない」ケースを想定し、
自分が4つの象限のうち、どこに「住んでいる」のかを知ります。これを知ることが現在の住処への安心感を確
認したり、「住み替え」をしたりするために必要な作業だからです。併せて対人コミュニケーションについて先
入観や誤解があるか否かを確認する作業もおこない、これを意識して取り除くことがコミュニケーションを豊か
にするために必要であることを理解しました。
　個々のメンバーが有している断片的な情報を組み合わせて、一つのミッションをクリアするためのグループ
ワークも体験しました。お互いの情報の関係を予測し、確認するためには、どの情報も等しく取り扱う（受け容
れる）必要があります。その上で全員のコンセンサスを得られる結果にたどり着くというワークは二日間の研修
の成果を試すものでした。
　今回の研修は新入生の悩みや不安を解消するためのヒントやサジェスチョンをLAが与えられるように、自ら

「自己の探求」を体験することを主たる目的としていましたが、これまでクラスやチームの中で自分そのものよ
りは自分に期待される役割やポジションを全体の中で考えることの多かったLAにとって、実は改めて自己を確
認したり、あるいは新たな自己を発見したりすることにつながったと思います。ミッションの遂行は確かに重要
な事柄ですが、LAとしてのアイデンティティ、LAとして活動している学生としての自己肯定感をこれからさ
らに大切にしていきたい、それが研修を企画した報告者の率直な感想です。

以下　研修に参加したLAの感想

12月6日－7日LA研修！

　今回のテーマは「自己探求」ということで、今までの研修とは少しだけ違う 「グループ」ではなくて「自分」
にスポットが当たるような研修だった。

　ワークをしていくうちに本当に自分が見えてくるというか、自分と向き合っていくというか…。最初は「自
分の思っている自分」と「はじきだされた自分」に差がありすぎて驚いたものの、人からのイメージとか人と
いるうえで形成される自分とか、ひとりでじっとしている自分以外の「自分」が本当に大きな意味を持つんだ
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なと思う機会だった。

　今までLAをしていて「とにかく今できることを探す」という姿勢だったけど、今回で自分のできること・で
きないことを ふっと肩の力を抜いて見つめて、「自分にできること」をひとつ胸の中に落とし込めた気がする。

　「そんなこともあるのだろう。
　他人には見えて
　自分には見えない幸福の中で
　格別驚きもせず
　幸福に生きていることが―――。」

私がとても好きな詩、「虹の足」の一節。
虹の足の中にいる人たちは、自分がどんなに美しい場所にいるかに実は気が付けないんだ、という話。

研修が終わって、ふとこの詩を思い出した。私たちは普段色々なものを見落としていると思う。
誰かに恵まれていることも、その誰かに自分が含まれていることも。

未熟だと諦めること。自分はダメだと宣言すること。
それはとても簡単で、楽なことで、一番自分に優しい言い訳をつくることになる。
誰かに尊敬されること、名前を呼んでもらえること。
これは本当にうれしいことで、幸せなこと。
たくさんの「誰か」に恵まれている証。

もしかすると自分も、そんな誰かのためになっていたりするのかもしれない。
そう思ってこれからは色々な人の目を借りながら
もう少し自分を等身大に見つめていきたい。

うまくまとまらないけれど、本当にあたたかいものを得た2日間。ありがとうございました。
これからもまだまだ活動がんばろう!
変わらないものを大切に。
そして変わることを恐れずに、ですね。

（2）交渉学ワークショップの開催：2014年12月12・13日　於　熊本学園大学�
　2014年12月12日・13日の両日に亘り、熊本学園大学にて関西大学教育推進部の三浦真琴教授・山本敏幸教
授・田上正範研究員ならびにLA（ラーニング・アシスタント）の学生が「熊本学園大学リーガルエコノミクス
学科秋季講座：交渉学〜社会人と学生の交渉型ワークショップ」に参加しました。
　このワークショップは、社会人と共に交渉学ならびにクリティカルシンキングの学修・実践を体験することに
よって「考動力」を形成することを目的とした取り組みです。参加した両大学の学生と社会人（総計約50名）は
複数のグループに分かれ、提示された課題に関するダイアローグやディスカッションを経た上で意思決定とその
プレゼンテーションをそれぞれのグループにて実施しました。関西大学のLAは、プログラムの進行、ファシリテー
ションを担当し、あるいはコンテクストの解釈や可視化のモデル・プレゼンテーションを提示し、交渉学ワーク
ショップにおける学生のリーダーとして必要なスキルを学び、あるいは提供するミッションを遂行しました。
　このワークショップに参加した社会人からは、「学生さんが真剣に取り組む姿に好感を持ちました」「こんなに
意識の高い大学生がいるのに驚きました」「授業の内容を可視化するスキルを身につけたいと感じました」など
の好評価（高評価）を頂きました。
　交渉学ワークショップは既に関西大学を会場として過去に三度開催していますが、今回はフランチャイズを離
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れての初めての経験となりました。アウェイであっても、LAの学生たちは、その持てる力を存分に発揮するこ
とができるという嬉しく、意味のある発見と確認がなされた研修でした。
　なお、このワークショップは毎日新聞に掲載されました（以下参照）。

毎日新聞大学支援センター監修　� 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

文科省補助制度、教育再生加速プログラム
主体的学び引き出す
� 2015年02月16日

　大学の教育力を伸ばすため、文部科学省の肝煎りで今年
度から始まった補助制度「大学教育再生加速プログラム

（AP）」。社会人に必要な能力を育成する主体的な学習方法
「アクティブ・ラーニング」や学習効果の「見える化」に
採択件数の8割超が集まっており、大学改革の一つの方向性を示している。大学の講義を変える新たな学びのス
タイルとはどのようなものか──。

◇グループで解決策探る ── 関西大
　「親に納得してもらって、みんなで行くにはどうすればいいのか」。昨年12月13日、熊本市にある熊本学園大
の教室で、同大と関西大（大阪府吹田市）の学生が壇上で寸劇を披露した。
　大学4年生6人が卒業旅行を企画する内容で、行きたい場所や予算、期間、親の反対といった状況を整理して、
解決策を探る。関西大4年、山本綾香さん（22）が、父親役の三浦真琴・同大教授（教育開発支援センター）か
ら日程を理由に旅行を反対され「お父さんの分からず屋」と反発する場面では、教室がどっと沸いた。
　この日は、学生と社会人合わせて40人以上が混成チームを作り、4時間半かけていくつかのテーマについて解
決策を話し合った。寸劇で取り上げた卒業旅行の計画をめぐる話し合いもテーマの一つ。山本さんらLA（学習
支援者）を務める関西大生4人と熊本学園大の学生4人が中心となって企画、進行も担当した。
　関西大は、課題をグループで解決するPBL（課題解決型学習）や学生参画型の授業を取り入れ、生涯を通じ

て創造的に活躍できる人材育成を掲げてAP
に採択された。三浦教授が担当で、主体となっ
て活動するのは、LAを務める学生たちだ。
　山本さんのように、国際学会を含め他大学
での「他流試合」でLAを務める学生は10人
に上る。関西大は21日、千里山キャンパス
でフォーラム「21世紀を生き抜く考動人を
育成するために」を開催。APでの成果など
を報告する予定だ。問い合わせは同大教育開
発支援センター（06・6368・0230）。

◇英語を使う環境徹底 ── 崇城大
　熊本学園大から北西約7キロに位置する崇
城大（熊本市）は、工学部など5学部を持つ
理系の私立大学で、関西大と同様、APに採
択された。関西大などが以前から文科省の同
様の大学支援プログラムに採択されている

「常連校」であるのに対し、今回初めて採択
された数校の一つで、文科省の期待の表れと
もいえる。

寸劇で卒業旅行について相談する学生ら＝関西大提供
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（3）LA合宿の開催：2015年2月9・10日　於　関西大学六甲山荘�
　2015年2月9日・10日の両日に亘り、本学の六甲山荘にて、2014年度LA合宿を開催しました。LAとしての
勤務第一期目の新人から七期目を迎えたベテランまで、総勢24名が参加しました。
　この度のメインテーマは「LA流情報整理術」です。LAとして勤務している時には、授業内容や与えられた（も
しくは発見・発掘した）課題の他に、教師からの指示・学生の反応・グループワークの進捗状況等々、数多くの
情報に遭遇します。臨機応変に対応するためには、そのような情報をパーソナルワークもしくはグループワーク
のデスク上で、あるいはLA自身の頭の中で、適宜、取捨選択し、整理して受講生や他のLAに提示する必要が
あります。あるいはまた勤務後には、多種多様の情報を適切に整理することがリフレクションペーパーを作成す
るための前提として求められます。グループワークを効果的に展開するために、そしてリフレクションなどをよ
り深めるために、いかなるシンキングツールを用いて情報を整理するのがよいのか、それを体験するセッション
をLA自身が企画しました。
　ワークは、まず、シンキングツールを用いずに、与えられた情報に対する意見を個々に考え、それをグループ
の中で発表するところから始まりました。その次にはシンキングツールを用いて同様のことをするというステー
ジがデザインされています。フィッシュボーンやカードを用いての発想法など、複数のシンキングツールを用い
た情報整理体験を通して、LAは個々別々に自らに合うツールを確認あるいは発見しました。
　引き続いて「リフレクションペーパーのノウハウを知る」をテーマにしたセッションがもうけられました。リ
フレクションペーパーの作成はLAのミッションとして求められていることのひとつですが、その書き方や活用
方法についてのマニュアルが存在しないため（マニュアルを敢えて作らないようにしているため）、ことに新人
LAはしばしば困惑します。このセッションのワークを通して、新人はねらい通り「ノウハウ」をつかんで「困惑」
から解放され、二期以上の勤務経験のあるLAは、ノウハウを確認するとともに、新たな価値や意義も発見しま
した。新たな価値とは、例えばリフレクションペーパーの記載に際して、ストーリー性を重んじたり、オノマト
ペを適宜用いたりして、他のLAが読みやすい「作品」として編み、大切なことを確実に後輩に伝えていくこと、
などです。
　LA制度発足の当初、研修は、例えばフィッシュボーンというツールの「紹介」が主でしたが、現在は、これ
を効果的に活用するためのワークをデザインするところまで、LAの考動力とリーダーシップが成長しています。
そのことを十分に確認できる研修でした。

（4）“APAN ConferenceのWORKSHOP”に参加しました�
　2015年2月24日㈫より3月6日㈮まで福岡国際会議場を会場に開催された“APRICOT-APAN2015”に、関西大
学教育推進部山本敏幸教授・同三浦真琴教授ならびにLA（Learning Assistant）の池澤智也氏が参加しました。
APRICOT（Asia Pacific Regional Internet Conference on Operational Technologies）はアジア太平洋地域のイ
ンターネット運用技術者の知識・技術の向上を目的に開催される国際会議です。同じ地域内の学術ネットワーク
に 関 わ る 研 究 者 の 研 究 成 果 を 共 有 し、 課 題 を 検 討 す る の がAPAN （Asia-Pacific Advanced Network）
Conferenceです。上記の三名は開催期間中の3月2日㈪の午前の部においてワークショップ（WS）をおこない
ました。当WSは「臓器移植」を題材に、当事者の意志決定、関係者間での合意形成や相互の交渉を求められる
いくつかのシーンをピックアップし、それぞれについて考えたり、その考えを共有あるいは検討したりする場を
持ちました。LAの池澤智也氏はグループワークのファシリ
テーターとして関与し、参加者からその力量を高く評価され
ました。参加者の一人、台湾大学医学部の江堤荘（Ti-Chuang 
Chiang）教授は、今回、扱ったテーマの妥当性と意志決定
や交渉に関するワークの意義と価値を絶賛され、台湾大学の
医学部において同様のWS開催をチェアマンである山本教授
に依頼されました。台湾大学でのWS開催の模様については、
APニューズレターにて報告いたします。
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（5）考動力及びリーダーシップ育成研修「自己の探求Ⅱ」�
　2015年3月9・10日の2日間、関西大学を会場として外部より講師を招き、LA（ラーニング・アシスタント）
を対象とした研修「自己の探求Ⅱ」を実施しました。
　このプログラムは、2日間のグループ活動を通し、自己理解を深めることを目的として行われました。ここで
いう「自己理解を深める」とは、たとえば、「他者から見た自分」や「自分で気づいていない自分」を認識し、
さらに広げていく作業を指します。これにより、自分の感情・考えがどのように行動・発言・態度などに表れ、
また、周囲にどのような影響を与えているのかを理解していくことをねらいとしたものです。
　この周囲に与える影響力（対人影響力であり、自分の持ち味でもある）を理解することは、LAとしてチーム
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で受講生支援を行うだけでなく、学生生活や社会人としての生活にも有用となるものでした。具体的なプログラ
ムは、以下の通りです。

【主なプログラム】
　①　オリエンテーション
　②　個人ワーク・グループワーク「あなたの学習スタイル」
　③　グループワーク「記者会見」
　④　グループワーク「的当て」
　⑤　個人ワーク・グループワーク「コミュニケーションの深さをたずねて」
　⑥　個人ワーク・シェアリング「私自身について気づいたこと・確認したこと」
　⑦　グループワーク「積極的傾聴について」
　⑧　グループワーク「出会いのこころみ」
　⑨　個人ワーク・グループワーク「イメージ交換」
　⑩　個人ワーク「私を活かすアクションプランの作成」
　⑪　グループワーク「アクションプランのシェアリング」

（6）氷上西高校での交渉学ワークショップ開催�
　関西大学佐治スタジオ、出町慎室長の取り計らいで、3月9日に関大生と氷上西高校生が集まり、交渉学のワー
クショップをおこないました。氷上西高校からは全生徒の1割の生徒が参加しました。ワークショップの主旨は、
相手を思いやるコミュニケーションを通して、当事者が信頼関係をどのように築くか、また、一旦築き上げた信
頼関係をその後話し合いを通しての合意形成でどう維持していくかということをアクティブラーニングで実践体
験するというものでした。
　今回は、昨年7月に行ったワークショップに続き、2回目となりましたが、若い世代の恋愛をテーマに、つき
あい始めてから筋ジストロフィー症と診断された主人公とその彼女との関係と人生を描いた、『僕のいた時間』
というドラマのストーリーを教材に使って、身近な人たちとの人間関係について深く考えて、ほかの参加者と自
分の考えを共感し、話し合いから自分が主人公だったら、または、主人公の彼女だったら、どういう人生の選択
をするのかについてロールプレイによるシミュレーションで臨場感ある学習を体験してもらいました。
　これからも、本大学にゆかりのある丹波篠山の氷上西高校の生徒たちと、本学の交渉学を学ぶ学生たちがいっ
しょに楽しく学ぶ機会を増やしていきたいと思います。

以下の写真はワークショップの様子です。
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（7）ラーニング・アシスタント対象研修�

　平成27年3月17日（火）の13時〜16時に、関西大学千里山キャンパス第2学舎C301教室にて、新規LA及び前
学期から継続して勤務するLAを対象とした研修を行いました。はじめに、教育推進部教員及び教育開発支援セ
ンター事務局からLA制度の概要や勤務にあたっての心構えなどについて説明があった後、LA自身が企画を立
てたプログラムを行いました。詳細については、以下の通りです。

1．学生企画者
　木村瑠花（社会学部4回生）・山本綾香（文学部4回生）

2．内　容
　○テーマ
　　（1）「スケッチトーキング」
　　（2）「自己をみつめる」
　○実施目的
　　①自分がLAの活動を通じて学んだ、あるいは気づかされたスキルについてふりかえり、他のLAと共有する。
　　②自分の意見や考えを言語化し、他者と共有する。
　　③研修の企画・運営を後輩たちと学ぶ。
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　Ⅲ．Lifelong Active Learnerの育成

（2）採択記念シンポジウム（第12回　FDフォーラム）・�
　  交渉学ワークショップの開催　2015年2月21日�
　2015年2月21日、標記のフォーラムを開催しました。午前の部では「大学教育再生加速プログラム採択記念
シンポジウム」、午後の部では「交渉学ワークショップ」を執り行いました。
　午前のシンポジウムにおいては『21世紀を生き抜く考動人＜Lifelong Active Learner＞を育成するために〜
未来を切り開く交渉学〜』というテーマのもとに、交渉学分野の第一人者である隅田浩司氏（東京富士大学経営
学部経営学科教授）より「交渉学への誘い－交渉学の展開とグローバル人材育成における交渉学教育」について
ご講演をいただきました。続いて、同じく第一人者である一色正彦氏（金沢工業大学大学院知的創造システム専
攻　客員教授）より「交渉学教育の実践例－日本向け教育プログラム開発と大学・企業の実践例」というタイト
ルでのご講演をいただきました。
　午後の『交渉学ワークショップ：社会人と学生の交流ワーク』では、学生と社会人の混成グループを編成し、
全員が参加するロールシミュレーション形式で模擬交渉を体験しました。参加者は学生、社会人の別を問わず、
全員が二つのケースにおいて、交渉の妙と奥深さ、そして難しさを楽しみながら体感しました。
　なお、午前の部の参加者は109名、うち社会人55名、学生19名（本学学生12名、他大学学生7名）、社会人
TA18名、本学教職員17名でした。午後の部の参加者は115名、うち社会人42名、学生38名（本学学生24名、
他大学学生14名）、社会人TA18名、本学教職員17名でした。APに採択されてから初めてのワークショップで
したが、採択前に勝るとも劣らない活況を帯びた開催となりました。次回は5月に開催する予定です。
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